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「無形文化遺産総合データベース」
文化庁及び都道府県からの提供を受け、文化財防災を
目的とした「全国文化財等データベース」（非公開）の作
成を継続中。「無形文化遺産総合データベース」は、その
中から無形文化遺産に関わるデータを抽出し、公開を
前提に構築したもの。無形文化遺産に関する基礎情報
に加え、画像・映像・音声・文書など関連メディアのアー
カイブを併設している。平成 30 年度は 27 都県分のデー
タを入力。

（文化財防災ネットワーク推進事業の一環として実施）

「全国文化財保護条例データベース」
全国の都道府県・市区町村の文化財保護条例を収集し、
地域・対象・保持者・保持団体等による検索を可能と
した。条例本文をはじめ交付年・施行年・改定履歴、
文化財種別等を閲覧することができる。平成 30 年度は、
西日本エリアの入力を完了し、全国のデータが揃った。

（文化財防災ネットワーク推進事業の一環として実施）

「いんたんじぶる」
防災をはじめとする無形文化遺産の情報収集・情報発
信を目的として作成した、一般向けサイト。無形文化
遺産総合データベースへの導入的な役割を果たすとと
もに、無形文化遺産関連ニュース等、様々な情報を発
信する。無形文化遺産の伝承者や研究者、行政と愛好
者を結ぶツールとしての機能を目指す。平成 30 年度は
無形文化遺産に関するニュースの更新、獅子頭コレク
ションの更新などを中心に行った。

（文化財防災ネットワーク推進事業の一環として実施）

インターネット公開

『文化遺産国際協力コンソーシアム第 23 回研究会「諸
外国における文化遺産保護の支援と協力を知る・語る」
報告書』
本冊子は、2018（平成 30）年 7 月 24 日に開催された同名
のワークショップの内容をまとめたものである。ワーク
ショップの概要や手順、参加者の感想などを掲載してい
る。日本語、2019年 3 月刊行、15ページ。

（文化遺産国際協力コンソーシアム事業の一環として実施）

受託調査研究の一環として刊行された刊行物

文化遺産国際協力コンソーシアム『シンポジウム「文化
遺産国際協力のかたち―世界遺産を未来に伝える日本
の貢献」報告書』
本冊子は、2018( 平成 30) 年 10 月 8 日に開催された同名
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『ハヌマンドカ王宮内アガンチェン寺周辺建造物調
査中間報告書』
平成 28～30 年度に文化庁委託文化遺産国際協力拠点交
流事業「ネパールの被災文化遺産保護に関する技術的支
援事業」において実施した、同建造物群に関する調査の
概要及び現時点までの成果をまとめた報告書。2015 年
のゴルカ地震で被災した当該建造物群に関する価値評
価、ならびに構造形式・技法仕様・改造変遷・破損状
況・構造解析・歴史資料等の調査成果を収録。日本語、
2019 年 3 月刊行、152 ページ。

（本年度上記受託事業の一環として実施）

『Rehabilitation Plan for the Southwest Corner of the 
Mohan Chok, Hanumandhoka Durbar Square, Kathmandu』
2015（平成 27）年のゴルカ地震で被災したハヌマンドカ王宮内
アガンチェン寺周辺建造物について、平成 28～30 年度文化庁
委託文化遺産国際協力拠点交流事業「ネパールの被災文化遺産
保護に関する技術的支援事業」にて実施した調査成果を踏まえ
て、その修復計画の提案内容をまとめた報告書。建築構法・破
損状況・構造解析・歴史資料等の調査成果の概要、及び当該建
造物の修復方針・基本計画案等を収録。英語、2019 年 3 月刊行、
24 ページ。

（本年度上記受託事業の一環として実施）

のシンポジウムの内容を書き起こしたものである。日
本語、2019 年 3 月刊行、58 ページ。

（文化遺産国際協力コンソーシアム事業の一環として実施）

『第24回文化遺産国際協力コンソーシアム研究会「文
化遺産と SDGs」報告書』
本冊子は、2019(平成31)年1月11日に開催された同名の
研究会の内容を書き起こしたものである。巻末にSDGsの
概要を掲載している。日本語、2019年 3 月刊行、48ページ。

（文化遺産国際協力コンソーシアム事業の一環として実施）

『文化遺産国際協力コンソーシアム平成 30 年度協力
相手国調査　モンゴル国調査報告書』
本冊子は、文化遺産国際協力コンソーシアムが平成 30
年度に行った、モンゴル国を対象とした国際協力相手
国調査の報告書である。訪問した機関の概要や聞き取
り調査の結果などを掲載している。日本語、2019 年 3 
月刊行、64 ページ。

（文化遺産国際協力コンソーシアム事業の一環として実施）

『The First Mayors’ Forum on Conservation of Historic 
Settlements in Kathmandu and Kavre Valley on 26 Dec. 
2017 at Panauti Municipality, Proceedings』
2017（平成 29）年 12 月にネパール・パナウティ市で開
催した歴史的集落保全に関する第 1 回市長会議の議事
録。カトマンズ盆地内とその周辺に所在する関係自治
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体のうち 16 市より 13 名の市長または副市長を含む約
100 名の参加を得て開催した会議における、ネパール・
日本両国の専門家による講演及び参加者からのコメン
ト内容等を収録。英語、2019 年 3 月、73 ページ、パナ
ウティ市との連名で刊行。

（本年度上記受託事業の一環として実施）

『平成 30 年度文化遺産国際協力拠点交流事業　トル
コ共和国における壁画の保存管理体制改善に向けた
人材育成事業報告書』
平成 30 年度文化遺産国際協力拠点交流事業として実施
した「トルコ共和国における壁画の保存管理体制改善に
向けた人材育成事業」の成果報告書。研修事業の内容や
関連調査の結果報告を掲載している。日本語、2019 年 3
月刊行、132 ページ。

（上記受託事業の一環として実施）

『Report of the Survey on Historic Brick Buildings at 
Bagan Archaeological Zone』
平成29年度及び平成30年度に文化庁委託事業（奈良文化
財研究所より建築分野を再委託）として行った調査研究
の成果をまとめた報告書。2016（平成28）年8月に発生し
たチャウ地震によって被災したバガン遺跡群の歴史的煉
瓦造建造物を対象に行った建築構法・技術に関する調査、
構造的特性に関する調査及び構造挙動モニタリングの結
果を中心に収録。英語、2019 年 2 月刊行、119ページ。

（本年度上記受託事業の一環として実施）

『平成 30 年度文化庁委託文化遺産国際協力拠点交流
事業 ミャンマーにおける考古・建築遺産の調査・
保護に関する技術移転を目的とした拠点交流事業―
建築分野―』
平成 30 年度に文化庁委託事業（奈良文化財研究所より
建築分野を再委託）として行った調査研究の成果をまと
めた報告書。2016（平成 28）年 8 月に発生したチャウ地
震によって被災したバガン遺跡群の歴史的煉瓦造建造
物を対象に行った建築構法・技術に関する調査、構造
的特性に関する調査、モルタル材料の成分分析及び建
築生産技術に関する調査の結果を中心に収録。日本語・
英語、2019 年 3 月刊行、86 ページ。

（上記受託事業の一環として実施）

『世界文化遺産の遺産影響評価に関する調査研究事
業報告書』
本冊子は、文化庁からの委託事業として行われた世界
文化遺産の遺産影響評価に関する調査研究事業を取り
まとめたものであり、我が国の文化遺産にかかる遺産
影響評価についての参考指針（案）を含んでいる。日本
語、2019 年 3 月刊行、330 ページ。


